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は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
〇
〇
一
年
四
月
に
デ
ィ
シ
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
株
式
取
引
の
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
（
値
刻
み
）
が

従
来
の
一
六
分
の
一
ド
ル
か
ら
、
一
セ
ン
ト
に
縮
小
さ
れ
た
。
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
は
、
投
資
家
に
と
っ
て
の
直
接
的
な
取
引
コ
ス
ト

で
あ
る
売
買
ス
プ
レ
ッ
ド
の
最
小
単
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
の
一
セ
ン
ト
化
に
よ
っ
て
ス
プ
レ
ッ
ド
が
小
さ
く
な

り
投
資
家
利
益
が
向
上
し
た
と
し
て
、
デ
ィ
シ
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
基
本
的
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
近
年
ア
メ
リ
カ
で
Ｉ
Ｐ
Ｏ
市
場
が
縮
小
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
の
縮
小
が
そ
の
一
因
に
な
っ

て
い
る
と
す
る
議
論
が
生
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
の
縮
小
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー
の
収
益
で
あ
る
売

買
ス
プ
レ
ッ
ド
の
縮
小
に
つ
な
が
り
や
す
く
収
益
性
を
低
下
さ
せ
る
の
で
、
と
り
わ
け
流
動
性
の
低
い
小
型
銘
柄
の
取
引
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
失
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
小
型
銘
柄
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
後
の
取
引
が
ふ
る
わ
ず
、
小
規
模
Ｉ
Ｐ
Ｏ
そ
の
も
の
が
行
わ
れ
に
く
く
な

っ
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

売
買
ス
プ
レ
ッ
ド
の
大
小
は
、
基
本
的
に
投
資
家
と
市
場
デ
ィ
ー
ラ
ー
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー
）
と
の
間
の
取
り
分
の
配
分

を
意
味
し
て
い
る
。
理
屈
の
上
で
は
、
投
資
家
に
と
っ
て
は
、
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
ほ
ど
売
買
ス
プ
レ
ッ
ド
も
小
さ
く
な
り

や
す
く
、
取
引
コ
ス
ト
が
削
減
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
市
場
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
収
益
確
保
の
た
め
に
一
定
の
売
買
ス
プ
レ
ッ
ド
を
必

要
と
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
低
流
動
性
銘
柄
の
取
引
に
お
い
て
は
、
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
し
市
場
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
あ
る

ア
メ
リ
カ
の
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
拡
大
議
論

清
水
　
葉
子



程
度
の
売
買
ス
プ
レ
ッ
ド
が
生
じ
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。

と
は
い
え
、
現
実
に
ど
の
程
度
の
売
買
ス
プ
レ
ッ
ド
が
適
正
か
は
、
市
場
環
境
等
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
判
断
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
売
買
ス
プ
レ
ッ
ド
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
一
概
に
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
、
売
買
ス

プ
レ
ッ
ド
が
広
す
ぎ
る
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー
が
非
難
を
受
け
た
こ
と
を
発
端
に
、
ア
メ
リ
カ
の
証
券
市
場
で
は
テ
ィ
ッ

ク
サ
イ
ズ
の
縮
小
が
強
く
求
め
ら
れ
、
二
〇
〇
一
年
の
デ
ィ
シ
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
も
ハ
イ
フ
リ

ク
エ
ン
シ
ー
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
拡
大
等
に
よ
っ
て
売
買
ス
プ
レ
ッ
ド
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
う
し
た
動
き
に
揺
り
戻
し
が

生
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

１
　
Ｉ
Ｐ
Ｏ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト

ア
メ
リ
カ
で
近
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
減
少
を
指
摘
し
た
の
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
二
〇
一
一
年
に
財
務
省
に
提
出
し
た
レ
ポ
ー

ト
（
１
）

で
あ
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｏ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
同
年
三
月
に
財
務
省
が
開
催
し
た
〝A

ccess
to

C
apital

C
onference

（
資
本
へ
の
ア

ク
セ
ス
に
関
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）〞
に
対
応
し
て
組
織
さ
れ
た
民
間
の
専
門
家
グ
ル
ー
プ
で
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
、

機
関
投
資
家
、
起
業
家
、
弁
護
士
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
、
会
計
士
、
投
資
銀
行
、
市
場
運
営
者
（N

Y
SE

、N
asdaq

な
ど
）
が
メ
ン
バ

ー
と
な
っ
て
い
る
。

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
議
長
で
あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
は
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
目
的
を
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｐ

Ｏ
危
機
の
原
因
を
検
討
し
、
早
急
に
実
行
可
能
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
新
興
企
業
の
資
本
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
回
復
さ
せ
、
雇
用

創
出
や
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
展
開
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

レ
ポ
ー
ト
で
は
、
一
九
九
九
年
こ
ろ
を
境
に
、
小
規
模
企
業
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
図
１
）。
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ま
た
、
起
業
か
ら
Ｉ
Ｐ
Ｏ
ま
で
の
期
間
が
延
び
て
い
る
こ
と
（
一
九
八

〇
年
代
前
半
に
は
平
均
四
・
八
年
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
七
年
以

降
は
平
均
九
・
四
年
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
）、
起
業
の
出
口
が
Ｉ
Ｐ

Ｏ
に
よ
る
公
開
か
ら
、
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
買
収
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
（
図
２
）。
新
規
開
業
が
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
創
出
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
雇
用
創
出
の
多
く
の
部
分

が
Ｉ
Ｐ
Ｏ
後
の
事
業
拡
大
期
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
近
年
の

Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
低
迷
は
雇
用
創
出
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。さ

ら
に
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
阻
害
要
因
に
な
っ

て
い
る
も
の
と
し
て
、
①
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
行
う
企
業
側
の
要
因
と
し
て
、
Ｓ

Ｏ
Ｘ
法
を
は
じ
め
と
し
て
証
券
市
場
の
規
制
が
強
化
さ
れ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
コ

ス
ト
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
、
市
場
環
境
が
不
確
実
に
な
っ
て
い
る
た

め
投
資
家
か
ら
の
投
資
を
得
に
く
い
こ
と
、
②
チ
ャ
ネ
ル
の
問
題
と
し

て
、
規
制
が
高
流
動
性
・
低
コ
ス
ト
取
引
に
有
利
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

大
手
投
資
銀
行
の
顧
客
が
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
を
重
視
す
る
投
資
家
か

ら
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
重
視
す
る
Ｈ
Ｆ
Ｔ
（
ハ
イ
フ
リ
ク
エ
ン
シ

ー
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
に
シ
フ
ト
し
、
そ
の
結
果
取
引
が
流
動
性
の

（40）

図１　規模別IPO件数
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高
い
大
型
銘
柄
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
③
買
い
手
と
の
接
続

の
問
題
と
し
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
株
式
が
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
を
重
視
す
る
投

資
家
よ
り
も
短
期
の
売
買
益
を
重
視
す
る
ト
レ
ー
ダ
ー
に
多
く
配
分
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
小
型
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
銘
柄
の
リ
サ
ー
チ
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の

情
報
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
銘
柄
が
投
資
を
得
る
上

で
不
利
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
拡
大
の
処
方
箋
と
し

て
、
一
定
規
模
以
下
の
小
規
模
成
長
企
業
を
Ｅ
Ｇ
Ｃ
（E

m
ergin

g

G
row

th
C

om
pany

）
と
位
置
づ
け
て
、
情
報
開
示
や
届
出
義
務
を
免

除
・
軽
減
す
る
こ
と
で
Ｉ
Ｐ
Ｏ
コ
ス
ト
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ

銘
柄
の
リ
サ
ー
チ
に
関
す
る
制
約
を
軽
減
す
る
こ
と
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
銘
柄
に

投
資
し
た
場
合
の
投
資
減
税
な
ど
投
資
家
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
拡
大

す
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
具
体
的
提
言
を
提
示
し
て
い
る
。

２
　
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
法
の
成
立

こ
う
し
た
動
き
と
並
行
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
法

（Jum
pstart

O
ur

B
usiness

Startups
A

ct

）
が
二
〇
一
二
年
四
月
に

成
立
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
小
規
模
成
長
企
業
の
支
援
を
目
的
に
し
た

（41）

図２　起業の出口としてのIPOの減少
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も
の
で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
小
規
模
成
長
企
業
が
資
金
調
達
を
行
い
や
す
く
す
る
た
め
に
、
証
券
市
場
の
規
制
を
緩
和
す
る

も
の
で
あ
る
（
２
）。

具
体
的
に
は
年
間
総
収
益
が
一
〇
億
ド
ル
未
満
の
成
長
企
業
を
Ｅ
Ｇ
Ｃ
（E

m
erging

G
row

th
C

om
pany

）
と
規
定

し
て
様
々
な
緩
和
措
置
を
規
定
し
て
い
る
。

ま
ず
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
至
る
ま
で
の
規
制
緩
和
と
し
て
、
役
員
報
酬
規
制
の
緩
和
、
登
録
届
出
書
の
監
査
済
み
財
務
書
類
の
必
要
年
数

を
軽
減
（
三
年
分
か
ら
二
年
分
に
軽
減
）、
監
査
法
人
に
よ
る
内
部
統
制
監
査
の
適
用
除
外
、
公
開
会
社
会
計
監
査
委
員
会
に
よ
る

監
査
の
適
用
除
外
、
情
報
入
手
の
た
め
の
リ
サ
ー
チ
レ
ポ
ー
ト
配
布
の
解
禁
、
公
募
時
の
機
関
投
資
家
へ
の
事
前
調
査
解
禁
、
Ｓ
Ｅ

Ｃ
に
よ
る
登
録
届
出
書
の
事
前
検
討
な
ど
の
優
遇
が
得
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
私
募
の
活
用
、
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
簡
易

登
録
に
よ
る
取
引
の
募
集
総
額
の
金
額
基
準
の
拡
大
、
証
券
取
引
所
法
上
の
強
制
登
録
義
務
の
下
限
株
主
数
の
引
き
上
げ
な
ど
の
措

置
が
と
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
法
は
、
こ
う
し
た
優
遇
措
置
に
よ
っ
て
小
規
模
会
社
の
資
金
調
達
を
援
助
し
、
雇

用
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
る
。

こ
の
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
法
の
議
会
通
過
を
受
け
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
九
〇
日
以
内
に
、
デ
ィ
シ
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
Ｉ
Ｐ
Ｏ
と
中
小
規
模
の

企
業
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
議
会
報
告
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
必
要
と
認
め
れ
ば
、
一
八
〇
日
以
内
に
Ｅ
Ｇ
Ｃ
の

テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
を
一
セ
ン
ト
以
上
一
〇
セ
ン
ト
未
満
の
範
囲
で
拡
大
し
、
す
べ
て
の
取
引
所
お
よ
び
取
引
の
場
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
な
ど
）

で
使
う
よ
う
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
議
会
レ
ポ
ー
ト

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
こ
の
規
定
を
う
け
て
、
二
〇
〇
一
年
デ
ィ
シ
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
が
一
セ
ン
ト
化
さ
れ

た
こ
と
の
影
響
を
議
会
に
報
告
し
て
い
る
（
３
）。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
①
理
論
上
は
、
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
は
マ
ー
ケ

（42）



ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー
の
利
益
と
投
資
家
利
益
が
相
反
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
現
実
に
は
二
〇
〇
一
年
以
降
、
②
執
行

ス
ピ
ー
ド
が
高
速
化
し
た
こ
と
、
③
取
引
サ
イ
ズ
が
特
に
流
動
性
の
高
い
銘
柄
で
小
口
化
し
た
こ
と
、
④
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー

の
利
益
の
減
少
は
見
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
⑤
指
値
の
減
少
は
見
ら
れ
ず
、
サ
イ
ズ
も
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
、
た
だ
し
キ
ャ
ン
セ

ル
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
⑥
注
文
回
送
に
は
変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
⑦
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
は
短
期
で
は
上
昇
し
た
が
、
長
期

で
は
変
化
が
な
い
こ
と
、
⑧
ス
プ
レ
ッ
ド
低
下
に
よ
り
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
新
株
発
行
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
低
下

し
て
い
る
こ
と
、
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
の
国
際
比
較
も
行
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
が
と
り
た
て
て
テ
ィ
ッ
ク
が
小
さ
い
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
し
、
国
に
よ
っ
て
は
流
動
性
に
応
じ
て
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
を
変
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
一
律
に
テ
ィ
ッ

ク
サ
イ
ズ
を
一
セ
ン
ト
と
定
め
て
い
る
点
は
見
直
し
の
余
地
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
が
一
セ
ン
ト
で
あ
る

こ
と
だ
け
が
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
減
少
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
資
金
調
達
の
国
際
化
に
よ
っ
て
海
外
Ｉ
Ｐ
Ｏ
が
増
加
し
た

こ
と
や
、
ア
メ
リ
カ
で
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
コ
ス
ト
の
問
題
（
と
く
に
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
増
大
）
な
ど
も
大
き
く
影
響
し
て
い

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
結
論
は
、
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
の
見
直
し
は
行
わ
な
い
が
、
将
来
に
向
け
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。４

　
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
開
催

ま
た
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
に
関
す
る
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を
二
〇
一
三
年
二
月
に
開
催
し
て
い
る
。
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
で
は
、
多
く
の
参
加
者
が
意
見
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
模
様
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
、
動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
議
論
を
す
べ
て
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
縮
小
を
深
刻
な
事
態
と
捉
え

る
意
見
が
出
さ
れ
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
促
進
の
た
め
に
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
の
縮
小
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
縮
小
の
原
因
と
し
て
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
施
行
等
に
よ
る
株
式
公
開
コ
ス
ト
の
上
昇
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
参
加
者
か
ら
は
、

Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
が
施
行
さ
れ
る
二
〇
〇
二
年
に
先
立
つ
一
九
九
九
年
頃
か
ら
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
減
少
が
始
ま
っ
て
お
り
、
デ
ィ
シ
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
二
〇
〇
一
年
に
顕
著
に
縮
小
し
た
こ
と
（
図
１
参
照
）
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
こ
の
間
、
オ
ー
ダ
ー
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ル
ー
ル
（
一
九
九
七
年
）、
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
一
九
九
八
年
）、
デ
ィ

シ
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
二
〇
〇
一
年
）、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
（
二
〇
〇
二
年
）、
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｍ
Ｓ
（
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇

七
年
ま
で
段
階
的
に
施
行
）、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
（
二
〇
〇
九
年
）
と
、
大
き
な
変
化
が
続
い
て
、
全
体
と
し
て
証
券
市
場
で

の
資
金
調
達
に
関
す
る
規
制
は
強
化
さ
れ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ハ
イ
フ
リ
ク
エ
ン
シ
ー
・
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
登
場
に
よ
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
た
高
速
・
高
頻
度
の
取
引
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、

大
型
の
高
流
動
性
銘
柄
の
取
引
の
ス
プ
レ
ッ
ド
が
大
き
く
縮
小
し
、
そ
の
結
果
、
も
と
も
と
流
動
性
が
低
く
取
引
コ
ス
ト
の
か
か
る

小
型
株
取
引
が
行
わ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
生
じ
て
い
る
。
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
拡
大
の
要
望
は
、
売
買
ス
プ
レ
ッ
ド
の
縮

小
に
よ
っ
て
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
か
ら
の
収
益
が
得
ら
れ
に
く
く
な
っ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー
の
声
を
代
弁
し
て
い
る
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
加
え
て
、
小
型
株
が
市
場
で
取
引
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
結
果
、
小
型
株
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
手
が
け
て
い
た
ブ
テ
ィ
ッ
ク
型
の

小
規
模
投
資
銀
行
も
、
こ
う
し
た
状
況
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
規
制
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対
応
し
た
市
場
参
加
者
の
行
動
変
化
と
、
ア
メ
リ
カ
で
小
型
株
Ｉ
Ｐ
Ｏ
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
と
の
間
に
、
ど
こ
ま
で
の
因
果
関
係
が
あ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。
昨
年
に
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
小
規
模
新

興
企
業
の
支
援
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
好
機
と
し
て
、
雇
用
拡
大
の
た
め
に
小
規
模
成
長
企
業
の
支
援
が
必
要
で
そ
の
た
め
に
は
小
型
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株
Ｉ
Ｐ
Ｏ
支
援
の
た
め
の
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
の
拡
大
を
、
と
い
う
声
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

５
　
取
引
所
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
申
請

一
方
、
報
道
に
よ
る
と
（
４
）、

複
数
の
取
引
所
が
、
小
型
で
流
動
性
の
低
い
銘
柄
に
つ
い
て
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
を
拡
大
す
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
試
験
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
準
備
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
銘
柄
は
一
〇
〇
銘

柄
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
報
道
で
は
、
二
〇
〇
一
年
の
デ
ィ
シ
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
以
降
、
一
セ
ン
ト
の
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
で
の
取

引
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー
の
利
益
が
十
分
で
な
い
た
め
に
流
動
性
が
損
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
専
門
家
の

声
を
紹
介
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
市
場
参
加
者
か
ら
取
引
所
へ
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
も
前
向
き
に
検
討

し
て
い
る
と
い
う
感
触
を
得
て
い
る
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
法
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
デ
ィ
シ
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
影
響
を
確
認
し
て
一
〇
セ
ン
ト
ま
で
の
範
囲
で
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
拡
大
を
検
討
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い

る
。報

道
に
よ
れ
ば
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
期
間
は
六
ヶ
月
で
、
そ
の
間
取
引
所
は
、
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
拡
大
の
影
響
を

毎
月
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
報
告
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
規
模
公
開
企
業
は
、
自
社
株
の
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
を
五
セ
ン
ト
も
し
く
は
一
〇

セ
ン
ト
ま
で
で
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
法
案
も
準
備
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
報
道
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
、

N
asdaq

、
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｓ
の
三
主
要
取
引
所
お
よ
び
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
コ
メ
ン
ト
し
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

売
買
ス
プ
レ
ッ
ド
は
、
投
資
家
と
市
場
デ
ィ
ー
ラ
ー
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー
）
と
の
間
の
取
り
分
の
配
分
で
あ
り
、
テ
ィ
ッ
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ク
サ
イ
ズ
は
ス
プ
レ
ッ
ド
の
下
限
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
投
資
家
の
取
引
コ
ス
ト
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー
の
収
益
に
少
な

く
な
い
影
響
を
与
え
る
。
と
く
に
低
流
動
性
銘
柄
の
取
引
に
お
い
て
は
、
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
し
市
場
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
も
あ

る
程
度
の
売
買
ス
プ
レ
ッ
ド
が
生
じ
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
近
年
の
ハ
イ
フ
リ
ク
エ
ン
シ
ー
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
拡
大
に
よ
り
、
高
速
・
高
頻
度
の
取
引
に
よ
っ
て
小
さ

な
ス
プ
レ
ッ
ド
か
ら
で
も
大
き
な
利
益
を
得
る
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
広
が
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
ス
プ
レ
ッ
ド
の
縮
小
に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
は
広
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
低
流
動
性
銘
柄
を
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
に
基
づ
い
て
（
低
頻
度
で
）

取
引
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ハ
イ
フ
リ
ク
エ
ン
シ
ー
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
普

及
な
ど
に
見
ら
れ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
で
、
高
流
動
性
銘
柄
の
取
引
の
優
位
性
が
進
ん
で
、
低
流
動
性
銘
柄
の
取
引
に
困
難
が

生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
う
し
た
状
況
に
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー
や
ブ
テ
ィ
ッ
ク
型
投
資
銀
行
な
ど
が
危
機
感
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
、
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
拡
大
議
論
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
様
の
こ
と
が
、
セ
ル
サ
イ
ド
の
ア
ナ
リ

ス
ト
の
リ
サ
ー
チ
の
範
囲
が
高
流
動
性
銘
柄
に
集
ま
り
、
小
規
模
会
社
の
カ
バ
レ
ッ
ジ
が
縮
小
し
て
い
る
と
い
っ
た
指
摘
に
も
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
開
業
率
の
高
さ
が
経
済
の
エ
ン
ジ
ン
に
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
資
金

調
達
が
証
券
市
場
で
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
通
じ
て
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
経
済
構
造
の
社
会
で

は
、
小
規
模
成
長
企
業
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
支
援
が
雇
用
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
い
う
議
論
は
説
得
力
が
あ
る
。
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
法
が
、
小
規
模
成

長
企
業
の
証
券
市
場
に
お
け
る
資
金
調
達
支
援
を
通
じ
て
雇
用
拡
大
を
め
ざ
す
た
め
の
政
策
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
う
し
た
市
場
環
境

か
ら
理
解
可
能
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
の
拡
大
が
直
接
的
に
小
規
模
成
長
企
業
の
支
援
を
通
じ
て
雇
用
拡
大
に
ま
で
つ
な
が
る
か
ど
う
か
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に
は
不
確
実
な
点
も
あ
り
、
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
法
制
定
を
好
機
と
し
て
、
市
場
関
係
者
が
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
縮
小
で
失
っ
た
利
益
の
取
り
戻

し
に
動
い
て
い
る
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
る
。

今
回
の
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
拡
大
を
め
ぐ
る
議
論
が
、
ハ
イ
フ
リ
ク
エ
ン
シ
ー
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
急
拡
大
で
、
高
流
動
性
銘
柄

に
偏
っ
て
生
じ
た
優
位
性
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
動
き
な
の
か
、
雇
用
創
出
を
名
目
に
市
場
関
係
者
が
デ
ィ
シ
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

で
失
っ
た
取
り
分
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
も
の
な
の
か
、
判
断
は
難
し
い
。
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
ズ
の
適
正
値
を
巡
る
ア
メ
リ
カ
で
の
議

論
が
、
投
資
家
に
と
っ
て
の
取
引
コ
ス
ト
で
あ
る
と
同
時
に
市
場
機
能
を
に
な
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー
の
収
益
で
も
あ
る
売
買

ス
プ
レ
ッ
ド
や
、
低
流
動
性
銘
柄
の
位
置
づ
け
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
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